
No.89 昭 和 6 0 年 3 月 1 日発行

可.
3月号， 85 

発行・昭和町役場〒 409-38山梨県中巨摩郡昭和町押越 542-2TEL 0552-75-2111編集・総務課

和
町
社
会
教
育
推
進
大
会

開
催
さ
れ
る

「
昭
和
町
文
化
協
会
の
現
状
と
課
題
」

清
水
英
次
押
越
区
青
年
団
々
長
に

よ
る
「
押
越
区
青
年
団
の
生
ま
れ

る
ま
で
と
活
動
状
況
」
武
田
か
ほ

る
婦
人
会
長
に
よ
る
「
昭
和
町
婦

人
会
活
動
の
現
状
と
課
題
」
佐
野

綾
夫
小
中
P
T
A
連
絡
協
議
会
に

よ
る
「
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

る
P
T
A
活
動
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

ま
た
、
山
梨
教
育
推
進
協
芸
術

文
化
部
長
・
県
家
庭
教
育
推
進
企

画
委
員
武
田
好
文
先
生
に
よ
る
「
教

育
の
今
日
的
課
題
と
昭
和
町
の
社

会
教
育
に
期
待
す
る
も
の
」
と
題

し
て
講
演
が
行
な
わ
れ
大
会
を
閉

じ
ま
し
た
。

二
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
本
町

中
央
公
民
館
で
、
昭
和
町
教
育
委

員
会
・
昭
和
町
社
会
教
育
委
員
の

会
議
主
催
に
よ
る
第
四
回
昭
和
町

社
会
教
育
推
進
大
会
が
約
二
ハ

O

名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
社
会
教
育
調
査
の

結
果
の
分
析
を
通
し
て
、
地
域
住

民
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
意
識

の
現
状
を
考
え
た
り
、
各
種
団
体

か
ら
の
問
題
提
起
を
も
と
に
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
教
育
を
推
進
す
る

た
め
課
題
を
明
確
に
し
て
、
新
し

い
時
代
に
対
応
す
る
社
会
教
育
推

進
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に

小
宮
山
俳
文
化
協
会
々
長
に
よ
る

北 第11回昭和町健康まつりが聞かれる・2P 
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まつりが闘がれ否l昭和問
愛
育
会
主
催
に
よ
る
第
十
一
回
健
康

守
つ
り
が
、
一
月
二
十
七
日
日
中
央

H
1白
で
約
五
百
人
が
参
加
し
盛
大
に

白
カ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
各
地
区
の
愛
育
班
の

一
年

間
の
活
動
の
記
録
、
栄
養
改
善
推
進
員

会
、
衛
生
委
員
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
正
坦

織
か
ら
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
老
人
迄
の
ん
j
t
k

に
関
す
る
展
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

ー
か
の
会
場
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

一一l
i
る
栄
養
診
断
コ
ー
ナ
ー
、
甲
伏

刊
現
が
ん
検
診
コ
ー
ナ
ー
、
健
康

i

E
=
!
ナ
ー
な
ど
催
さ
れ
、
一
日
自
分

の
健
康
、
地
域
の
健
康
を
考
え
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

又
、
今
年
は
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
し

て
、
愛
育
会
の
自
作
、
自
演
に
よ
る
「
栄

子
さ
ん
を
救

っ
た
家
庭
訪
問
」
と
題
す

る
愛
育
劇
が
上
演
さ
れ
参
加
者
に
病
気

M
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
す
る
た
め
に

検
診
が
大
切
で
あ
る
乙
と
を
訴
え
ま
し
ヒ
。

式
典
で
は
、

一一
一
歳
児
健
診
、
五
歳

hu

健
診
で
む
し
歯
の
な
い
子
の
表
彰
も
例

年
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
三

、
十

一
回
と

い
う
つ
み
重
ね
の
中
で
健
康
ま
つ
り
の

一成

1
1
む
し
歯
の
な
い

三
歳
児
が
多

く
た
て
た
た
め
、
来
年
か
ら
は
五
歳
児

の
表
彰
だ
け
を
行
っ
て
い
く
ζ
と
が
夫

め
ら
れ
、
三
歳
児
で
表
彰
を
う
け
し
リ

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
に
新
た

[
44

標
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

i
;
1
1

む
し
歯
の
な
い
3
歳
児
・
5
歳
児

で
表
彰
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れ
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方
々
で
す

(
敬
称
略
)

》

三
歳
児

》
》

西

条

一
区

中
込

広
子

清

Y 水
新 H

居

西
dz 

H 河ミ二 日

新 日

田

押

越

河

東

中

島

紙

漉

阿

原

会主
フ1<<:

地
新庁

居

飯

喰

河

西

上
河
東
二
区 西

条

一

区

西

条

二

区

// 

近

藤

仁

史

渡
辺
真
由
美

名

取

祐

介

佐

野

慎

也

秋
山
富
三
男

手

塚

玄

基

河

西

弘

之

小

津

美

紀

秋

山

恵

滝

口

功

深

沢

悟

佐
藤
子
恵
子

宅
間
恵
理
香

伊

藤

友

美

渡
辺

一
矢

大

前

春

香

名

取

雄

大

長

田

圭

史

渡
辺

貴
志

中

沢

新

市

川

佳

恵

伴

野

敏

也

佐

野

文

子

名
取
勇
一
郎

田
山

l
l

立

小

川

茜

河

澄

達

也

望

月

干

賀

中

沢

孝

介

丸
山
か
お
り

泉

敏

高

橋

勇

樹

山

下

剛

河
田

真
実

望

月

裕

之

中

山

太

介

伊
藤
智
枝
子

// 

上
河
東
二
区

市 大 斉青馬野出
川 山 藤山場沢雇

美泰裕智釦亘 E
歩司也也彦字之

ノノ// // 

V
五
歳

西
条
一

西

条

二

児

》
》

区

中

込

区

利

根渡
辺

文
子

勇
基

健
太

浩
樹

昌
之

直
子

春
樹

健
司

よ河清

が E東水
主 中 新 λ

区島居

秋
山

飯長
野田

上
田

清
水

/ノ

表彰されたむし歯のなI

い子ともたち

愛育劇「栄子さんを救った家庭訪問」のーコマ

愛雪班の活動記録などが
展示された



わ

窪 氏雄手ロ

-つ

田

よし

窪
田
係
長
は
戸
籍
事
務
に
精
通
し
、

特
に
外
国
人
登
録
事
務
に
お
い
て
多
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
町
長
及
び
県
知
事

の
推
薦
の
も
と
に
二
月
七
日
法
務
省
に

お
い
て
全
国
五
十
六
名
の
地
方
公
共
団

体
職
員
と
共
に
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

氏
の
今
後
一
層
の
値
崩
に
期
待
し
ま
す
。

-
r
J
rと
〈
t
r之
t
t
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J
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J
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J
J之
〈
J
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t
f〉
ミ
〈
疋
♂
之

外
国
人
登
録
の
皆
さ
ん
に

報広(3)昭和 60年 3月 1日発行

本
年
は
登
録
手
帳
切
替
の
年
に
当
り

ま
す
。ご

じ
ぶ
ん
の
登
録
手
帳
で
切
替
申
請

の
日
を
確
認
し
て
誤
り
の
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

申
請
は
一
ヶ
月
前
か
ら
受
付
け
ま
す
。

※
持
参
す
る
も
の
、
外
国
人
登
録
手
帳

・
写
真
二
枚
(
六
ヶ
月
以
内
撮
影
の
も
の
)

新入学(園)児の交通安全

日
ω
居
窓
口
ω
9

三
月
ー
ー
も
う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。

新
入
学
(
園
)
児
を
お
も
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
が
ら
、
伺
か
と
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対
す

る
交
通
安
全
教
育
で
す
。

こ
れ
ま
で
比
較
的
、
家
の
近
所
で
遊
ん
で
い
た
子
供
だ
ち
も
、
通
学

(
園
)
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
行
動
範
囲
、
ガ
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。
行
き

帰
り
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
:
:
:
こ
こ

で
気
を
つ
け
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
受
通
事
故
で
す
。

お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
家
庭
で
の
が
し
つ
け
H

の
一
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
を
受
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
|
|
。

日

ω
よロ
9

「
危
な
い
よ
」
「
注
意
し
て
ね
」

，

と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
で

は
よ
く
理
解
で
き
な
い

か
飛
び
出
し
々
は
な
ぜ
危
な
い
か
、

止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
下
や
後
ろ

で
遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
な
の
か
、

言
葉
で
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
具

体
的
に
か
現
場
。
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
子
供
だ
ノ
・

大
人
と
は
違
う
行
動
パ
タ
ー
ン

子
供
は
、
大
人
に
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
行
動
に
出
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
供
の

生
命
を
守
る
に
は
、
子
供
特
有
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

一
般
的
な
子
供
の
行
動
特

性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

剛
山
刊

一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と

周
囲
の
こ
と
が
目
に
入
ら
な
く

な
る

川
手
を
挙
げ
る
と
ク
ル
マ
は
必

川
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
ー
ー
と

川
い
っ
た
よ
う
に
物
事
を
単
純

川
に
し
か
理
解
で
き
な
い
と
こ

川

ろ

が

あ

る

車
は
急
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
子

を
挙
げ
て
道
路
を
渡
る
よ
う
に
教
え

お
母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側
に
い

る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で
い
た

ボ

l
ル
な
ど
が
車
道
に
こ
ろ
が
っ
て

い
っ
た
り
す
る
と
、
車
の
通
る
の
も

忘
れ
て
走
り
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

る
と
、
子
供
は
「
手
を
挙
げ
れ
ば
車

は
す
べ
て
'止
ま
っ
て
く
れ
る
」
と
単

純
に
思
い
込
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

子
供
が
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
教
え
方
に
も
注
意
を
払
い
ま
し

ト
品
ミ
ノ
。

そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て

行
動
が
変
わ
る

子
供
は
、
喜
怒
哀
楽
が
そ
の
ま
ま

行
動
に
表
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

た
め
、
身
の
周
り
の
こ
と
に
対
す
る

注
意
~力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

子
供
は
、
自
動
車
の
そ
ば
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
物
陰
な
ど

で
遊
ぶ
と
、
運
転
者
な
ど
が
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。

川
一
応
の
交
通
ル

l
ル
は
理
解

川
で
き
て
も
、
応
用
動
作
が
で

川
き
な
い
こ
と
が
多
い

い
つ
も
の
通
学
路
で
は
信
号
を
き

ち
ん
と
守
り
、
横
断
歩
道
を
正
し
く

渡
れ
て
も
、
別
の
道
路
で
は
、
そ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。



本
対
策
の
推

ま
し
て
は
、
日

の
御
尽
力
を
賜

か
げ
を
も
ち
ま

十
九
年
度
は
一

加
の
目
標
に
対

0
0、
八
郊
で

達
成
す
る
乙
と

し
た
。
厚
く
御

げ
ま
す
。

農
産
物
の
総

給
力
の
強
化
と

均

衝

化

を

図

る

乙

の

共

済

は

、

町

村

住

民

が

わ

ず

か

的

と

し

て

昭

な

掛

金

を

出

し

、

交

通

事

故

に

よ

っ

て

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
そ

り
ま
す
が
、
長
期
的
に
み
の
被
害
者
に
見
舞
金
を
支
給
し
、
少
し

た
米
の
需
給
関
係
は
依
然
で
も
明
る
い
生
活
を
守
っ
て
い
た
だ
く

と
し
て
生
産
力
が
需
要
を
た
め
に
、
県
内
の
全
町
村
が
一
体
と
な

大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
状
っ
て
実
施
し
て
い
る
o

H

町
村
住
民
の

況

に

あ

り

ま

す

。

た

め

H

の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

乙
の
た
め
県
は
、
昭
和
六
十
年
度
分
の
申
込
書
は
、
す
で
に

五
十
九
年
度
か
ら
六
十
一
各
家
庭
に
届
い
て
い
る
乙
と
と
思
い
ま

年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
の
期
す
が
、
加
入
を
希
望
す
る
方
は
申
込
書

聞
を
定
め
て
、
第
三
期
対
に
記
入
し
、
各
地
区
の
交
通
安
全
母
の

策
を
実
施
す
る
乙
と
と
し
、
会
役
員
(
婦
人
会
支
部
長
)
ま
で
申
し

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
込
み
く
だ
さ
い
。

十
四
日
本
町
に
対
し
て
、
郡
下
で
も
本
町
の
加
入
率
が
最
底
で

転
作
目
標
面
積
が
一

O
二
す
の
で
大
勢
の
方
々
が
加
入
下
さ
い
ま

加
に
決
ま
り
ま
し
た
。
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
は
、
目
標
達
成
に
初
年
度
申
し
込
み
期
限
は
、
事
務
手

向
け
て
ど
協
力
を
お
願
い
続
き
等
の
関
係
で
三
月
十
五
日
ま
で
と

し
ま
す
o

f

J

い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
加
入
を
希
望

句
、
一

z

す
る
方
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
役
場
総

/

H

w

y

m
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3
2
町
に
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
に
登
載

昭和 60年 3月 1日発行 (4) わ-つよし報広

ー
!
万
一
に
備
え

f
l交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
日
の
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
通
事
故
の
当
事
者
に
私
た
ち
自
身
い
つ
早
変
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
あ
な
た
も
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
人
登
録
原

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

。

共

済

掛

金

年

額

一

人

金舞見通ユζ

1，000，000円亡死l等級

200.000 身体障害者福祉法施行規則別表第 5号に規定する傷害2等級

五
百
円

180，000 53日以上実治療日数3等級|治療12ヶ月以上の傷害

140，000 27日以上4等級|治療6ヶ月以上12ヶ月未満の傷害で実治療日数

11 0，000 23日以上5等級|治療 5ヶ月以上6ヶ月未満の傷害で実治療日数

9D.000 19日以上6等級|治療 4ヶ月以上 5ヶ月未満の傷害で実治療日数

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

。
見
舞
金
の
請
求
手
続
き

見
舞
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
不

幸
に
し
て
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
に
届
け
確
認
を
し
た
の
ち
、
役
場

総
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

70.000 

50，000 

14日以上7等級|治療 3ヶ月以上 4ヶ月未満の傷害で実治療日数

10日以上8等級|治療 2ヶ月以上 3ヶ月未満の傷害で実治療

30.000 6日以上9等級|治療 1ヶ月以上 2ヶ月未満の傷害で実治療日数

20.000 4日以上10等級|治療 2週間以上 1ヶ月未満の傷害で実治療日数

15，000 3日以上11等級 |治療 1週間以上 2週間未満の傷害で実治療日数

10，000 

備考

2日以上

交通事故に関し権限を有する機関の発行する交通事故証明書が

提出されない場合は、治療 1ヶ月以上の傷害であっても10等級

を限度とする。

実治療日数でミ12等級|治療 1週間未満の傷害

三
悪
追
放

(
麻
薬
・
売
春
・
性
病
)

:
青
少
年
の
た
め
の

昭
和
町
民
会
議

山
梨
県
三
悪
追
放
協
会
で
は
、
現
代

の
性
問
題
を
中
心
と
し
た
三
悪
追
放
の

集
い
を
去
る
一
月
十
二
日
県
民
会
館
で

開
催
し
、
健
康
な
明
る
い
社
会
環
境

c

つ

く
り
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

う
ち
の
子
ど
も
に
限
っ

τー
と
思
う

こ
と
が
一
番
恐
ろ
し
い
乙
と
で
す
。

家
庭
で
は
:
:
:

子
供
の
態
度
、
行
動
、
友
だ
ち
関

係
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

何
で
も
話
し
合
え
る
親
子
関
係
を
つ

く
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

学
校
で
は
:
:
:

有
害
性
を
理
解
さ
せ
、
工
作
な
ど

で
使
う
と
き
管
理
に
も
充
分
注
意
し

ま
Am--ν

よ'つ。

事
業
所
で
は
:
:
:

有
害
性
を
理
解
さ
せ
、
管
理
を
厳

重
に
し
、
従
業
員
宿
舎
や
人
気
の
な

い
所
で
乱
用
す
る
乙
と
も
あ
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

販
売
庖
で
は
・
:

不
健
全
な
目
的
に
使
用
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
ま
た
使
用
さ
せ
な
い
よ
う

に
「
注
意
販
売
」
を
よ
り
一
層
厳
重

に
l
u
±
?
し
ょ
，
っ
。

一
般
の
方
は
・
:

空
地
・
空
家
の
持
主
は
、
そ
の
管

理
K
注
意
を
は
ら
い
、
乱
用
さ
れ
る

場
所
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

1
U
よ
v

つ。



善
意
あ
り
が
と
う
ご

か
い
じ
国
体

残
日
表
示
板

を
寄
付

わ

峡
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
河
田
正

雄
会
長
・
望
月
睦
幸
社
会
奉
仕
委
員

長
)
は
、
昨
年
十
二
月
本
町
を
訪
れ
、

国
体
に
私
達
も
一
役
と
「
か
い
じ
国
体

残
日
表
示
板
」
を
寄
付
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

-つよし幸良広( 5 )昭和 60年 3月 1日発行

役
場
玄
関
入
口
へ
設
置
さ
れ
た

「
か
い
じ
国
体
残
日
表
示
板
」

ミ、、、

ま
す

、、

押
原
中
学
校
昭
和
三
十
四
年
度
卒
業

生
(
小
田
切
勝
男
代
表
)
の
有
志
は
、

厄
年
の
記
念
事
業
と
し
て
昭
和
町
の
将

来
の
人
材
育
成
に
少
し
な
り
と
も
貢
献

し
た
い
と
過
日
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、

財
団
法
人
昭
和
村
社
(
理
事
長
石
原

町
長
)
に
町
内
子
弟
の
奨
学
資
金
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
四
一

O
、

0
0
0

円
の
寄
付
金
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

賛
助
者
は
次
の
方
々
で
す
(
敬
称
略
)

有
賀
民
夫
・
中
沢
久
・
鶴
田
明
・
三
神

広
俊
・
伊
藤
美
義
・
細
田
力
・
細
田
征

夫
・
萩
原
馨
・
田
中
平
・
佐
久
間
律
夫

.
秋
山
国
治
・
名
執
敏
郎
・
望
月
勝
男

・
小
田
切
勝
男
・
清
水
進
・
渡
辺
春
江

・
渡
辺
欽
也
・
高
野
栄
造
・
塚
原
将
司

・
高
橋
月
美
・
河
田
よ
し
江
・
石
田
と

し
枝
・
樋
口
千
枝
子
・
長
沢
東
一
・
今

村
邦
夫
・
丸
山
泰
子
・
篠
原
東
洋
子
・

星
野
二
三
一
・
木
村
輝
三
・
昭
和
会
有

志

一
同

押原中学校昭和34年度卒業生代表が町長室を訪れ

J雪景;ごてて下さいlと昭和村社へ寄付

保
健
福
祉
の
向
上
に

役
立
だ
せ
ま
す

厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
乙
の
調
査
は

皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、
死
亡
、
死
産
、

婚
姻
、
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、

人
口
の
動
き
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
だ
け
は
、

そ
こ
に
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死

亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
名
も
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
結
果
は
今
後
の
保
健
福
祉
の

向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
今
年
は

国
勢
調
査
の
年
に
当
た
る
た
め
、
記

入
に
つ
い
て
ど
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、

ど
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

調
査
方
法
、
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
調
査
期
間
】

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
。

【
調
査
対
象
者
】

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

婚
届
を
出
さ
れ
る
方
々
。

【
調
査
方
法
】

各
届
書
を
出
す
と
き
に

そ
れ
ぞ

れ
職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
職
業
名
は
具
体
的
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
「
会
社
員
」
の

方
は
一
般
事
務
員
、
設
計
技
師
と
い

う
よ
う
に
、
「
工
員
」
の
方
は
製
鉄

工
、
自
動
車
整
備
士
と
い
う
よ
う
に

書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
「
公

務
員
」
の
方
も
、
郵
便
外
務
員
、
会

計
事
務
員
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
産
業
名

も
併
せ
て
記
入
し
て
い
た
いた
き
ま
す
。

。

。

届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓

口
に
は
「
出
生
届
、
死
亡
届
、
死
産

届
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
を
さ
れ
る
方

に
お
願
い
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に

し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。



春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
き

や
す
く
、
大
火
に
な
り
や
す
い
季
節
で
す
。

広
く
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
「

P

あ
と
で
y

よ
り

H

い
ま
N

が

大
切
火
の
始
末
」
の
統
一
標
語
の
も
と

に
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

:
・
甲
府
地
区
に
お
け
る
主
な
行
事
・
:

2
月
お
日
烈
風
時
に
お
け
る
消
防
総

合
訓
練
(
甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
平

和
通
り
)

3
月
1
日
消
防
協
力
者
表
彰

3
月
1
日
1
5
日
パ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
ト
ラ

ッ
ク
、
電
車
及
び
そ
の
車
庫
等
の
立
入
検
査

3
月
3
日
防
火
座
談
会
「
火
災
と
私
」

3
月
5
日
森
林
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

3
月
7
日
保
育
園
の
保
母
等
を
対
象

と
し
た
消
火
訓
練

3
月
8
日
幼
年
婦
人
防
火
大
会
(
舞

鶴
公
園
)

3
月
刊
日

昭和 60年 3月 1日発行 (6) わ-つよし報広

一
一
九
広
場
(
移
動
一
日

消
防
署
)
・
木
造
密
集
地

消
防
訓
練
(
敷
島
町
島
上

条
八
幡
神
社
付
近
一
帯
)

3
月
日
日
大
企
業
の
自

衛
消
防
隊
を
対
象
と
し
た

防
火
研
修

3
月
日
日
現
任
防
火
管

理
者
講
習
会

2
月
お
日

1
3
月
日
日

サ
イ
レ
ン
の
一
斉
吹
鳴

(午
後
9
時
・

ω秒
間
)

甲
府
地
区
消
防
本
部

"あとで九り"いま~f大切

火の始末

ザ-CT"'.む・

春の全国火災予防運動

2月28日"-3月13日

N
H
K
学
園
の
返
信
教

育
で
あ
な
た
も
学
習
を

¥
N
H
K学
園
で
は
、
通
信
教
育
の
生
/

/
徒
・
霊
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
¥

。
高
等
学
校
普
通
科
コ

l
ス

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き

な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た

い
方
に

。
入
学
資
格
中
学
校
卒
業
・
卒
業
見

込
み
又
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
方

。
受
付
時
間

3
月
1
日
1
4
月
日
日

。
高
等
学
校
教
養
コ
l
ス

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
方
に

。
受
講
資
格
日
才
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も

。
受
付
期
間

3
月
1
日
1
4
月

ω日

。
社
会
通
信
講
座

乙
の
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー
ト
の

添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅
に

い
な
が
ら
、
都
合
の
よ
い
時
聞
に
、

自
分
の
ペ
!
ス
で
学
べ
ま
す
。

講
座
は
書
道
、
硬
筆
、
楽
し
い
母
と

子
の
書
き
方
、
俳
句
、
短
歌
、
古
典
、

文
章
、
絵
画
、
囲
碁
、
簿
記
、
美
し

い
日
本
語
、
英
語
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
写

真
、
数
学
、
国
語
の
日
講
座
制
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
俳
句
友
の

会
も
あ
り
ま
す
。

。
受
講
資
格
ど
な
た
で
も

。
受
付
期
間

4
月
初
日
ま
で

。
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
近
く
の

N
H
K
ま
た
は
、
左
記
ま

で
、
普
通
コ
!
ス
・
教
養
コ

l
ス・

社
会
通
信
講
座
名
と
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
ハ
ガ
キ
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
(
案
内
書
は
無
料
で
す
)

干
一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見

台
二

l
一二
六

N
H
K
学
園
C
T
係

電

(
O四
二
五
|
七
二
!
二
二

五
一
)

自
宅
で
勉
強
し
て
高
等
学
校
を
卒
業

で
き
る
の
は
、
通
信
制
高
校
だ
け
で
す
。

勉
強
す
る
内
容
は
、
全
日
制
・
定
時
制

高
校
と
全
く
同
じ
で
、
勉
強
の
し
か
た

が
違
う
だ
け
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入

学
す
る
と
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特

定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
口
ま
た
、
通
信
制
に
は
多
く
の
特

点
も
あ
り
ま
す
。

。
募
集
人
員
普
通
科
一

O
O名

。
募
集
期
間

一
次
募
集
三
月
一
日

幽
1
四
月
十
三
日
出
、
二
次
募
集
四

月
十
五
日
間

1
四
月
二
十
七
日
出
入

学
式
は
四
月
十
四
日
間
で
す
。
な
る
べ
く

一
次
募
集
期
間
中
に
出
願
し
て
下
さ
い
。

。
出
願
場
所
山
梨
県
立
中
央
高
等
学

校
通
信
制
(
甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六

|
二
三

宮
二
六
|
四
四
一
二
)

。
入
学
資
格
山
中
学
校
を
卒
業
し
た

者
間
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
学
校
長
が
認
め

た
者
、
男
女
・
年
齢
に
制
限
は
な
い
。

/

。
出
願
書
類
山
入
学
願
書
(
県
立
中

央
高
等
学
校
で
交
付
)
山
卒
業
見
込

証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
明
書
(
出
身
中

学
校
で
交
付
)
削
成
績
証
明
書
(
出

身
中
学
校
で
交
付
)

。
出
願
方
法
出
願
書
類
一
式
を
本
人

が
本
校
へ
持
参

。
入
学
者
選
抜
方
法
書
類
お
よ
び
面

接
に
よ
る
。

。
合
格
通
知
四
月
以
降
、
順
次
通
知

す
る
。

。
経
費

一
年
間
の
学
校
納
入
金
そ
の

他
約
八
、

0
0
0円

。
日
曜
託
児
子
ど
も
を
持
つ
母
親
の

た
め
に
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
際
に
は
保

母
さ
ん
が
、
子
供
を
あ
ず
か

っ
て
い
ま

す。。
問
合
せ
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信

制
、
甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六
|
二
三

富
二
六
|
四
四
一
一
・
四
四
一
二

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

県
立
中
央
高
等
学
校

商
業
コ

l
ス
受
講
生

募
集
案
内

。
商
業
コ

l
ス
は
学
歴
や
年
齢
を
問
わ

ず
一
般
社
会
人
が
夜
間
に
簿
記
会
計
関

係
の
科
目
を
安
い
費
用
で
学
習
で
き
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ス
で
す
。

。
授
業
初
級
と
上
級
の
二
ク
ラ
ス
に

わ
か
れ
て
授
業
を
行
い
ま
す
。
初
級

は
ま
っ
た
く
の
初
心
者
を
対
象
に
行
い

ま
す
。
全
商
、
日
商
等
の
検
定
の
受
験

指
導
も
い
た
し
ま
す
。

。

科

目

初

級
l

簿
記
会
計
I
の
ほ
か

二
科
目
・
上
級
|
簿
記
会
計
E
・
工
業

簿
記
の
ほ
か

一
科
目
(
初
級
・
上
級
を

〆

問
わ
ず
一
科
目
だ
け
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

)

一
ケ
年

重

年
額

二
二、

0
0
0円

。
授
業
日
簿
記
会
計

I
1
月
・
金
、

簿
記
会
計

E
1月
・
水
、
工
業
簿
記
1

金
(
授
業
は
六
時
四
五
分
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。

)

。
願
書
受
付
期
間

月
二

O
日
出

三
月
一
白
山
田

1
四

曾甲 O
二府出
六市願
|飯・
四国間
四五合
一丁せ
一目先

/¥ 

|県
二立
三中

央
同

校

昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の
申
告

と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
で
す
。

申
告
と
納
税
は
、
必
ず
期
限
内
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。



老
人
看
護
教
室

へ
の
お
さ
そ
い

わ

。
三
月
三
日
間
第
一
課

.
ぼ
け
を
理
解
し
よ
う

.
ぼ
け
老
人
の
診
断
・

治
療
・
予
防

O
三
月
十
日
目
第
二
課

・
ぼ
け
老
人
の
観
察
と
日
常
生
活
の

お
世
話

・
知
っ
て
お
き
た
い
各
種
の
サ
ー
ビ
ス

O
三
月

十

七

日

間

第

三
課

・
ぼ
け
老
人
を
か
か
え
る
悩
み
と
話

し
合
い

-つよし報

時
間

午
後
一
時
受
付

午
後

一
時
三
十
分

1
四
時

甲
府
保
健
所

甲
府
保
健
所

広

主
催

日
努
所

( 7 )昭和-60年 3月1日発行

※
教
室
に
参
加
ど
希
望
の
方
は

甲
府
保
健
所
保
健
指
導
課
富
三
七
l

一
三
八

一
又
は
役
場
保
健
課
保
健
婦

ま
で
曾
七
五
|
一
一
一
一
一

文
楽
山
梨
公
演

の
お
知
ら
せ

⑨
趣
旨
東
京
国
立
劇
場
で
の
文
楽
二

月
公
演
を
機
会
K
、
同
劇
場
及
び
財

団
法
人
文
楽
協
会
の
協
力
を
得
て
、

東
京
公
演
そ
の
ま
ま
に
実
施
し
、
県

民
の
期
待
に
応
え
る
。

⑨
演
月
及
び
公
演
日
程

。
演
目
近
松
門
左
衛
門
作
「
心
中

宵
庚
申
」

o

日

程

第

一

回

三

月

四

日

夜

6

時
開
演
。
第
二
回

三
月
五
日
昼

ロ
時
開
演

⑨
場
所
県
民
文
化
ホ
ー
ル
・
小
ホ
l
ル

⑨
主
催
文
楽
山
梨
公
演
実
行
委
員
会

⑥
後
援
山
梨
県
・
山
梨
県
教
育
委
員

A
E
 

⑨
入
場
料
金

A
席

三
、
五

O
O円

B
席

二
、
五

O
O円

※
電
話
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
県
民
文
化
ホ

l
ル
事
業
係

電
二
八

l
九
一

三
一

へ

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、. 、、、、、、、、、、

昭
和
五
十
九
年
度
盲
人
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ

l
養
成
講
習
会

〈〉
目
的

ζ

の
事
業
は
県
下
に
在
住
す

る
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
生
活
圏
の

拡
大
と
住
み
よ
い
環
境
作
り
を
目
的

と
し
、
日
常
生
活
行
動
に
対
し
、
介

護
、
案
内
、
代
書
代
読
等
、
必
要
に

応
じ
て
協
力
い
た
だ
く
も
の
で
、
よ

っ
て
こ
の
講
殴
は
そ
の
具
体
的
か
っ

適
切
な
介
助
の
方
法
を
学
ん
で
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

。
主
催
山
梨
県
、
社
会
福
祉
法
人
山

梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

。
後
援
日
本
盲
人
職
能
開
発
セ
ン
タ

。
実
施
日
時
昭
和
六
十
年
三
月
十
四

日
附
十
時

1
十
五
時
三
十
分

。
実
施
場
所
甲
府
市
下
飯
田
二
丁
目

一
O
ー

一
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
盲
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

盲
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

l

募
集
に
つ
い
て

-
募
集
内
容

。
募
集
人
員

二
十
名

。
応
募
資
格
視
覚
障
害
者
の
福
祉

に
理
解
と
関
心
が
あ
る
方
で
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
の
要
請
に
対
し
随
時
協

力
で
き
る
万

養
成
講
習
会

・
講
座
内
容

o

本
県
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
現
況

に
つ
い
て

。
盲
人
の
実
態
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
〈
映
画
上
映
〉

。
ガ
イ
ド
の
実
際
と
理
論
に
つ
い
て

D

点
字
の
基
礎
に
つ
い
て

.
講
師

。
日
本
盲
人
職
能
開
発
セ
ン
タ
ー
所

長
松
井
新
二
郎
氏

。
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課
々
長

。
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
盲
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長

-
講
座
終
了
後
の
活
動

講
座
終
了
後
は
、
山
梨
県
の
盲
人

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
!
と
し
て
登
録
さ
れ

視
覚
障
害
者
の
介
護
、
案
内
、
代
書

代
読
等
に
随
時
協
力
す
る
。

-
申
し
込
み
方
法

受
講
希
望
者
は
三
月
九
日
(
必
着
)

-E週画彊量置彊E・
科学万博

L一つくば'85
「人間・居住・環境と科学妓術」

をテーマに、茨城県・筑波研究学

園都市で開かれます。開催期間は、

昭和60~ 3月178から 9月16日ま

での半年問。

入場料は次のとおりです。

ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

性
別
、
職
業
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
甲
府
市
下
飯
田
二
|
一

O
l
一

(
富
二
二
!
三
五

O
二
)
山
梨
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
ガ
イ
ド
へ
ル
パ

l
募
集
係

ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

お層
早歯
園@

厄富
号

雲
殴

三
月
、
四
月
は
、
電
話
の
移
転
工
事

が
大
変
混
み
あ
い
ま
す
。

電
話
局
で
は
、
お
客
さ
ま
の
ご
要
望

に
そ
っ
て
、
工
事
を
進
め
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
の
で
転
居
の
ご
予
定
が
決
ま

り
し
だ
い
お
早
自
に
電
話
局
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
、
甲
府
電
報
電
話
局

で
ん
わ

(
O五
五
二
)
三
三

|
二
九

九
一
(
着
信
無
料
)

甲
府
昭
和
高
校
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
は
じ
ま
る

入場料金

大
人
:
:
:
=
千
七
百
円
(
満

二
十
三
歳
以
上
)

中
人
:
:
:
千
四
百
円
(
満
+

五
愈
以
上
ニ
+
=
一
銭
未

満
)

小
人
:
:
:
七
百
円
(
満
四
銭

以
上
十
五
温
風
朱
満
)

さ
い
わ
い

雷
苅
|
=
二

O
一

二
月
二
日
か
ら

本
校
で
は
二
月
二
日
(
土
)
か
ら
、

年
中
無
休
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
右
の
電
話
番
号
を
回
し
て
頂

く
と
、
お
よ
そ
二
分
半
の
問
、

本
校
の

-
提
供
す
る
情
報
を
気
軽
に
聞
く
乙
と
が

で
き
ま
す
。

内
容
は
、
学
校
行
事
の
紹
介
や
、
学

年
・
係
か
ら
の
案
内
、
生
徒
指
導
上
の

連
絡
や
お
願
い
な
ど
、
学
校
を
身
近
に

感
じ
て
頂
い
た
り
、
教
育
に
役
立
つ
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
の
ζ

と
が

な
い
限
り
、
毎
週
土
曜
日
の
正
午
頃
に

内
容
を
入
れ
か
え
る
予
定
で
す
。

年
中
無
休
で
作
動
い
た
し
ま
す
か
ら
、

日
曜
日
や
夜
に
で
も
、
気
軽
に
こ
の
番

号
を
回
し
て
本
校
の
様
子
を
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
中
は
私
た
ち
生
徒
指

導
係
が
テ
ー
プ
の
編
集
を
担
当
し
、
運

用
方
法
等
を
研
究
す
る
乙
と
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
付
き
の
乙
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
普
通
の
電
話
は
七
五
1

六
一
七
七
で
す
。



広報しようわ 昭和 60年 3月 1日発行(8) 

だより鰍蹴鞠鰍

実 施日 3月 13日(水)

受付時間 午後 1時----1時 30分

場 所 中央公民館

該当 児 昭和 57年 12月 1日~昭和 58年 3月 31日まで

の出生児。

持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使ってい

るコップと歯ブラシ。

実施日 3月 29日(金)

受付時間 午後 1時----1時 30分

場 所 中央公民館

該当児 昭和 59年 10月 1日~昭和 60年 1月 31日まで

の出生児。

持ち物 母子手帳

一一ー神経芽細胞腫の検査方法の説明と

検査セットの配付について一一ー

子どもの腹・胸部にできる小児がんの一種で、ある神経芽細

胞腫を早期発見するため、昨年12月から山梨県で検査がはじ

まりま した。 町では 4・5か月の乳児を対象iζ整形外科検診

時l乙検査方法の説明と検査セットの配付を行います。

検査対象 昭和 59年 10月及び 11月出生児。

持ち物 母子手帳・ 40円切手、 60円切手各 1枚づ、つ、ま

たは現金 10 0円

く三ユ c二〉

日時 3月 1日(金)

午前 10時 20分----10時25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は麻袋などの丈夫な袋lζ入れて ヒモでしっかり封

をしてください。

日時 3月 2日(土)・ 16日(土)

午前 9時----11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。妊娠証明

書は必要ありません。 、

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行し、健康についての相談にお答えしていま

す。

実施 日 受付時間 該 当 児 場所

昭和59年 2月生まれ
3月 5日(刈

午後 1時 ノノ 5月生まれ 中央

----2時 昭和59年 8月生まれ 公民館
3月 8日幽

ノノ 11月生まれ

持ち物 母子手帳・筆記用具

※個人通知はいたしません。

日時

場所

対象者

持ち物

3月 11日(月)・ 18日(月)

午後 l時 30分~

中央公民館

妊娠 5か月以降の妊婦

母子手帳・体操のできる服装・ テキス ト代

300円
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実施日 3月 19日(火)

受付時間 午後 1時---2時

場 所 中央公民館(受付は講堂でします)

該当児 昭和 56年 12月 1日~昭和 57年 2月28日ま

での出生児、及び前回未受診児。

持ち物 '母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものにつ

いて?質問票。

※尿検査がありますのでど承知おきくださし 1。

日 時 3月26日(火)午後 1時---2時

場 所 中央公民館

該当児 砂 I期…・一昭和57年 9月 1日~昭和 58年 2

月28日までの出生児。

砂H期…… I期 3回を完了して 1年から 1年

6か月以内の者。

問 問保健衛生

<ツベルクリン反応検査>

日 時 3月 12日(火)午後 1時---2時

場 所 中央公民館

該当児 -昭和 59年4月 1日~昭和 59年9月30日まで

の出生児。

-昭和 58年 10月 1日~昭和 59年3月31日まで

の出生児で未接種者。

・昭和 59年 3月KBCGを接種した者(陽転確

認のため)

持ち物 母子手帳

※上記該当児のうち BCG接種後 1年以内の者は対象から除外

されます。

<判定及び BCG接種>

惨昭和 56年3月 1日~昭和 57年8月31日ま|実施日 3月 14日(木)

での出生児で未接種者。 I受付時間 判定…………午後 12時45分---1時30分

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

。前夜と当日の体温は忘れずにはかつてくださし )0

BCG接種…午後 1時--2時

場 所 中央公民館

持ち物 母子手帳・問診票

し、。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてくださ |※判定は講堂で行い、その結果陰性者にはBCGを接種します。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし )0 ・
〈つぎのような人は BCGを接種できません)

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3. 1年以内Kけいれん、ひきつけを起乙した人。

一
a
m
v
v
v
与一

B
G司
曹
洞
一

も
vwd
〆一

1. 発熱しているもの、著しい栄養障害のもの。

2. まん延性の皮ふ病にかかっているもの。

3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステトイド剤などの投与を受けたも

の。

4. はしかの予防接種またはポリオ生ワクチン投与後 lか月以

内のものD

5. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内のものD

6. 1年以内Kけいれん、ひきつけを起乙したもの。
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好
き
嫌
い
を
言
わ
な
い
で
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

4
u
 小

学
生
の
好
き
な
食
べ
物
を
あ
げ
る

と
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
チ
ャ
ー
ハ
ン
・

ヤ
キ
ソ
パ
・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
目
玉
焼
き
・

ハ
ン
バ
ー
グ
・
ハ
ム
エ
ッ
グ
・
ギ
ョ
ー

ザ
・
ト
ー
ス
ト
・
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
で
、

そ
の
頭
の
字
を
並
べ
る
と
「
カ
ア
チ
ャ

ン
ヤ
ス
メ
A

ハ
キ
卜
ク
」
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
い
ま
家
庭
の
王
様
は
、
嫌
い
な

物
は
食
べ
な
い
、
親
は
王
様
の
嫌
い
な

も
の
は
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的

で
す
。
乙
れ
で
偏
食
と
わ
が
ま
ま
を
一

層
助
長
し
て
い
き
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
は
、

ト
ホ
パ
ノ
ト
ベ
ザ

わ-つよ

〈
食
生
活
を

み
な
お
す
〉

し報広

タ
ン
パ
ク
質
(
肉
・
卵
・
大
豆
・
魚
な

ど
)
糖
質
(
米
・
麦
・
そ
ば
・
パ
ン
な

ど
)
脂
質
(
肉
・
木
の
実
・
ど
ま
・
魚

な
ど
)
ビ
タ
ミ
ン
(
野
菜
・
牛
乳
・
果

物
な
ど
)
ミ
ネ
ラ
ル
(
海
草
・
小
魚
・

野
菜
な
ど
)
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

小
学
生
は
肉
類
・
乳
製
品
を
好
ん
で
食

べ
、
野
菜
・
海
草
な
ど
を
嫌
う
傾
向
が

あ
る
の
で
、
調
和
の
と
れ
た
食
べ
物
を

と
る
乙
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
砂
糖

の
と
り
す
ぎ
に
よ
っ
て
、
歯
や
骨
の
カ

ル
シ
ウ
ム
が
少
な
く
な
り
、
虫
歯
や
骨

折
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
砂
糖

の
と
り
過
ぎ
は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
自
閉

症
の
要
因
に
も
な
る
の
で
、
甘
味
食
品

に
は
格
別
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

最
近
の
子
供
は
、
食
べ
た
い
と
き
に

食
べ
た
い
だ
け
食
べ
る
l

ひ
と
り
で
食

べ
る
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
な
が
ら
食
べ

る
l

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
多
く
、
「

お
ふ
く
ろ
の
味
」
を
忘
れ
て
い
る
ー
か

ま
な
い
で
い
い
よ
う
な
や
わ
ら
か
い
食

べ
物
が
多
い
朝
食
を
食
べ
な
い
l

い

ろ
い
ろ
の
料
理
を
知
ら
な
い
l

食
べ
る

楽
し
さ
を
忘
れ
て
い
る
|
動
物
性
脂
肪

を
多
く
と
り
す
ぎ
る
な
ど
の
問
題
点
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
家
族
ぐ
る
み
で
啓
吾
K

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昔
の
人
は
「
楽
し
み
は
家
族
集
ま
り
、

首
な
ら
べ
、
，
つ
ま
し
う
ま
し
と
、
も
の

を
く
う
と
き
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

販機:顛鎖譲
渡 警:，~:，~~t:~を繁~i:~~~~I!

住
宅
用
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合
金

製
脚
立
に
よ
る

事
故
が
目
立
ち

ま
す
。住

宅
の
ち
ょ

っ
と
し
た
修
理

.
点
検
な
ど
は

め
い
め
い
で
し

な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
脚
立
を
利

用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
し

た
。
事
故
の
原

因
を
知
っ
て
、

事
故
予
防
に
役

立
て
て
く
だ
さ

事
例
1

脚

立
を
は
し
ご
状

で
使
用
し
て
い

た
と
乙
ろ
、
固

定
金
具
が
は
ず

れ
て
脚
立
か
ら

落
ち
て
し
ま
い

ま
し
た
。
原
因

は
、
は
し
ご
状

に
し
た
と
き
裏

面
で
あ
る
乙
と

に
気
づ
か
な
い

で
使
っ
て
い
た

た
め
で
す
。
な

お
、
取
扱
説
明
書
に
は
裏
面
を
使
っ
て

は
い
け
な
い
旨
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
例

2

住
宅
点
検
の
た
め
脚
立
を

は
し
ご
状
に

L
て
屋
根
に
か
け
て
作
業

し
よ
う
と
中
段
に
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
、

は
し
ご
の
脚
が
す
べ
っ
て
転
落
。
両
腕

を
強
打
し
て
一
週
間
通
院
し
ま
し
た
。

五
十
歳
男
性
。

原
因
は
脚
立
を
た
て
た
と
乙
ろ
が
タ

イ
ル
張
り
で
水
を
ま
い
て
す
べ
り
や
す

い
状
態
だ
っ
た
た
め
で
す
。
前
回
の
使

用
で
は
無
事
で
し
た
が
、
そ
の
と
き
は

打
水
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
べ
り
や
す
い
場
所
で
の
使
用
は
特

に
注
意
が
い
り
ま
す
。

事
例
3

屋
根
上
に
設
置
し
た
ク
ー

ラ
ー
の
カ
バ

ー
を
は
ず
す
た
め、

二
階

の
窓
に
の
ぼ
り
、
脚
立
を
上
か
ら
四
段

目
ま
で
降
り
た
と
き
、
は
し
ご
の
接
地

部
分
が
す
べ
り
、
は
し
ご
と
い
っ
し
ょ

に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
右
上
腕
骨

骨
折
な
ど
で

し
ば
ら
く
通

院
。
四
十
八

歳
男
性
。
原

因
は
、
は
し

ご
の
角
度
を

布
度
の
傾
斜

で
使
用
す
る

べ
き
と
乙
ろ
、

印
1
印
度
と

い
う
傾
け
す

ぎ
の
状
態
で
使
用
し
た
た
め
に
す
べ
り

や
す
か
っ
た
の
で
す
。
取
扱
説
明
書
で

は
百
度
の
設
置
の
し
か
た
を
説
明
し
て

い
る
の
で
乙
れ
に
従
え
ば
ト
ラ
ブ
ル
に

い
た
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

事
例
4

雨
も
り
点
検
の
た
め
脚
立

を
は
し
ご
状
に
し
て
立
て
か
け
て
屋
根

に
の
ほ
り
、
降
り
よ
う
と
し
た
と
き
脚

立
が
折
れ
曲
が
っ
て
転
落
。

左
腫
部
の
複
雑
骨
折
、
椎
間
板
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
で
通
院
。
四
十
歳
男
性
。

原
因
は
立
て
か
け
た
と
き
、
は
し
ご

が
雨
ど
い
よ
り
印
仰
上
方
に
出
た
状
態

で
、
そ
の
出
た
部
分
の
は
し
ご
の
踏
ざ

ん
に
両
足
を
の
せ
た
た
め
左
支
柱
か
ら

折
れ
曲
が
り
、
同
時
に
は
し
ど
の
接
地

部
が
ハ
ネ
上
る
よ
う
に
な
っ
て
上
端
部

が
雨
ど
い
か
ら
は
ず
れ
、
落
下
し
た
も

の
で
す
。
取
扱
説
明
書
を
十
分
読
ん
で

い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

裏表を確かめて

75度で使いましょう/
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冷
蔵
庫
は
食
品
を
低
温
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
と
と
に
よ
っ
て
保
存
性
を
高

め
る
も
の
で
す
。

と
い
っ
て
も
、
庫
内
の
温
度
は
常
に

一
定
K
保
た
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
し
、
庫
内
の
温
度
な
場
所
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
の
で
、
使
い
方
に
は
十
分
気

を
つ
け
る
べ
き
で
す
。

一
般
に
棚
の
温
度
は
中
、
下
段
の
奥

の
方
が
低
温
で
、
手
前
は
高
め
で
す
。

し
た
が
っ
て
食
品
の
種
類
や
形
態
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
場
所
に
保
管

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
品
を
つ
め
す
ぎ
る
と
、
冷

(11)昭和 60年 3月 1日発行

の

失¢

識;

気
の
循
環
が
防
げ
ら
れ
て
、
冷
却
効
果

が
低
下
し
ま
す
。
庫
内
の
食
品
を
な
る

べ
く
早
く
冷
や
す
に
は
有
効
内
容
積
の

三
O
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
ま
で
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
は

開
閉
回
数
に
注
意
す
る
ζ

と
、
熱
い
も

の
を
入
れ
る
と
庫
内
の
温
度
が
上
昇
す

る
の
で
必
ず
さ
ま
し
て
か
ら
入
れ
る
乙

と
、
野
菜
は
ポ
リ
袋
や
ラ
ッ
プ
で
密
封

し
て
野
菜
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
と
鮮
度
が

保
た
れ
る
(
も
っ
と
も
三
日
す
ぎ
る
と

葉
物
や
キ
ュ
ウ
リ
、
い
ん
げ
ん
な
ど
の

ビ
タ
ミ
ン

C
は
急
激
に
減
少
す
る
)
、

バ
ナ
ナ
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
は
長
く
冷

や
す
と
低
温
障
害
を
起
乙
す
こ
と
、
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
や
ぶ
ど
う
球
菌
な
ど
五
度

C
の
庫
内
で
三
七
1
三
八
日
も
生
育
し

て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
の
で
、
二

週
間
に

一
度
、
最
低
、
月

κ
一
回
、
庫

内
の
掃
除
を
す
る
、
な
ど
で
す
。
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後寺会
野を吹き渡る風はまだ冬のさび

しさを伝えておりますが、枯れ草

の蔭にひそむ新芽や黒々と水分を

含んだ土の色を見ると、もう春は

そ乙までやってきている気配を感

じます。

生(やよい)

誕生石=ブラッドストーン(勇敢)

誕生花=黄水仙

3月の花=すみれ(私のことを思っていてください)

@⑧5 

@~の乙以
MARCH=弥

し広

( お も な 行 事 )

不用犬猫収集日(旧役場前) 母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)16 

17 
母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

安産教室(中央公民館)
彼岸入り18 

3歳児健康診査(中央公民館)
19 

20 
乳児健康診査(中央公民館)

国民の祝日

春分の日21 

22 

23 
乳児健康診査(中央公民館)

世界気象デー

24 彼岸明け

電気記念日25 

3種混合予防接種(中央公民館)
26 

ツベルタリン反応検査(中央公民1127
館)

2歳児歯科検診(中央公民館) 28 
乳児整形外科検診(中央公民館)

30 
国民健康保険税 3月分納期限

安産教室(中央公民館)

29 BCG接種(中央公民館)

31 

2 

3 

4 

5
 6 

ア

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

収
集
日

4 

伺)

ノノ

山
出

4
・'

区

容

内可

燃

物

全

地

区

6 

(JJ<l 

ガ
ラ
ス
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
々
類

叶q

可

燃

物

ノノ

11 

(月)

14 

制

15 

自

金

属

類

押
原
地
区

常
永
地
区

18 

伺)

可

燃

物

全

地

区

20 

(JJ<l 

金

属

類

西
条
地
区

22 

働

可

燃

物

全

地

区

25 

伺)

28 

耐

H 

※
可
燃
物
の
収
集
日
は
毎
週
月
曜
日

と
木
曜
日
で
す
。
収
集
日
が
祝
祭
日

の
場
合
は
翌
日
収
集
に
な
り
ま
す
の

で
よ
く
確
か
め
て
、
必
ず
町
指
定
の

紙
袋
ま
た
は
荷
札
を
使
っ
て
出
し
て

下
さ
い
。

※
使
用
済
み
乾
電
池
は
毎
月
、
金
属

類
の
収
集
日
に
収
集
し
ま
す
。
収
集

場
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
「
使
用
済

み
乾
電
池
田
収
缶
」
へ
袋
な
ど
に
入

れ
ず
そ
の
ま
ま
入
れ
て
く
だ
さ
い
。


